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江
差
追
分
を
支
え
て
く
れ
る
も
う
一
つ
の
力

江
差
追
分
会
副
会
長　

馬
川　

政
紀

　

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
51
回
江
差
追
分
全
国
大
会
も
無

事
終
了
し
た
。
今
後
の
江
差
追
分
や
全
国
大
会
の
あ
り
方
を
見

出
す
重
要
な
大
会
で
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
提
案
さ
れ

る
な
ど
意
義
の
あ
る
大
会
で
し
た
。

　

こ
の
陰
に
は
、
追
分
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
民
謡
関
係
団
体

の
理
解
と
協
力
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

一
般
の
部
で
優
勝
し
た
柿
沼
初
雄
さ
ん
（
宇
都
宮
）
の
優
勝

旗
を
持
っ
て
唄
っ
た
目
に
は
大
粒
の
涙
が
あ
り
、
熟
年
の
部
の

優
勝
者
本
田
勝
三
さ
ん
（
函
館
市
）
は
堂
々
と
し
た
風
格
さ
え

感
じ
さ
せ
、
少
年
の
部
を
制
し
た
小
山
田
祐
輝
君
（
札
幌
市
）

の
重
い
優
勝
旗
を
抱
え
て
の
熱
唱
は
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

一
方
、優
勝
を
逃
し
た
出
場
者
は「
来
年
は
必
ず
優
勝
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
更
に
強
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
目
の
辺
り
に
し
た
と
き
、
江
差
追
分
の
前
途
は
未
だ
大
丈

夫
と
思
う
反
面
、
こ
こ
ま
で
追
分
大
会
を
続
け
る
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
長
い
間
ご
後
援
や
ご
協
力
を
頂
い
た
民
謡
団
体
の
お

力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
な
実
態
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
追
分
会
会
員
の

多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
民
謡
連
盟
（
協
会
）
や
日
本
民
謡

協
会
（
他
の
民
謡
連
盟
等
含
む
）
に
加
入
し
、
追
分
以
外
の
民

謡
に
も
卓
越
し
た
技
能
と
技
術
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

北
海
道
民
謡
連
盟
は
来
年
65
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、

追
分
会
の
祝
辞
を
栞
に
掲
載
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本

民
謡
協
会
は
平
成
19
年
に
青
坂
満
上
席
師
匠
に
「
名
人
位
」
の

称
号
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
江
差
追
分
会
の
各
支
部
を
筆
頭
に
、
都
道
府
県
の
民

謡
関
係
団
体
の
協
力
を
戴
き
な
が
ら
、
追
分
会
の
進
む
べ
き
方

向
や
大
会
の
あ
り
方
を
確
立
し
て
参
り
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で

す
。

100回大会で優勝を競うのは君たち！
大会2日目に行われたアトラクションの「少年少女追分大合唱」は77名の少年少女が出場。
最年少は5歳ですから、この中に50年後の100回大会の優勝者がいるかも知れません。



　

昨
年
は
第
50
回
の
節
目
の
大
会
と
あ
っ
て

多
彩
な
行
事
を
展
開
し
た
だ
け
に
、
今
年
は

盛
り
上
が
り
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
追
分
を
愛

好
す
る
人
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
例
年
に
変
わ

り
な
く
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

会
員
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
熟
年
出
場
が

増
加
し
て
い
る
が
、
出
場
者
は
減
少
す
る
こ

と
な
く
、
本
年
も
３
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

運
営
に
追
わ
れ
た
。

　

出
場
数
は
一
般
１
９
２
人
、
熟
年
１
６
０

人
、
少
年
90
人
計
４
４
２
人
に
達
し
た
。

　

熟
年
の
増
加
に
対
応
し
て
、
65
歳
だ
っ
た

熟
年
出
場
年
齢
を
５
年
前
か
ら
年
ご
と
に
繰

上
げ
を
行
い
今
回
で
70
歳
に
達
し
、
一
般
年

齢
も
70
歳
未
満
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

少
年
大
会
は
、
近
年
後
継
者
と
な
る
若
年

層
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
地
元
が
主
流
だ
っ
た
出
場
傾
向
が
全
国

規
模
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

本
年
か
ら
遠
隔
地
域
よ
り
参
加
す
る
子
供

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
考
慮
し
、
21
日
（
土
）

は
地
元
、
22
日
（
日
）
は
道
内
、
本
州
と
二

日
間
と
し
た
。
参
加
は
地
元
38
人
、
道
内
40

人
、
本
州
12
人
と
、
遠
隔
地
が
地
元
を
上
回

り
、
学
業
と
父
兄
随
行
と
い
う
制
約
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
国
規
模
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
は
注
目
す
べ
き
傾
向
で
あ
る
。
さ
ら
に
唄

の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。
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第
８
位　

井
上
さ
つ
き
（
北
斗
市
）

第
９
位　

貝
澤
早
綾
佳
（
平
取
町
）

第
10
位　

村
川
真
奈
美
（
苫
小
牧
）

熟
年
の
部
入
賞
者

優　

勝　

本
田　

勝
三
（
函
館
市
）

準
優
勝　

藤
本　
　

哲
（
倶
知
安
町
）

第
３
位　

上
野　
　

勲
（
釧
路
市
）

第
４
位　

石
崎　

忠
夫
（
深
川
市
）

第
５
位　

那
須　
　

勇
（
札
幌
市
）

第
６
位　

飯
尾　

利
雄
（
洞
爺
湖
町
）

第
７
位　

細
木　

利
良
（
音
更
町
）

第
８
位　

野
田　
　

勝
（
大
阪
府
）

第
９
位　

植
田　

征
克
（
深
川
市
）

第
10
位　
佐
々
木
ト
キ
エ
（
東
京
都
）

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　

佐
藤　

吉
次
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　
　
　
　

シ
ン
シ
ョ
ー
・
ジ
ョ
ー
（
ハ
ワ
イ
）

大
会
長
奨
励
賞

　
　
　
　

中
田　

セ
ツ
（
七
飯
町
）

第
51
回
江
差
追
分
全
国
大
会

半
世
紀
を
超
え

次
世
代
に
向
け
て
再
出
発

一
般
優
勝  
柿
沼　

初
雄
さ
ん（
宇
都
宮
市
）

熟
年
優
勝  
本
田　

勝
三
さ
ん（
函
館
市
）

少
年
優
勝  

小
山
田
祐
輝
君
（
札
幌
市
）

優
勝
の
栄
冠

　

毎
年
大
会
優
勝
を
め
ぐ
っ
て
注
目
を
集

め
る
の
が
一
般
部
門
だ
が
、
本
年
は
昨
年

４
位
の
柿
沼
初
雄
さ
ん
（
58
歳
）
が
栄
冠

を
飾
っ
た
。
柿
沼
さ
ん
は
栃
木
宇
都
宮
市

の
出
身
、
本
州
５
人
目
の
優
勝
。
若
い
女

性
の
優
勝
に
替
っ
て
第
47
回
よ
り
今
ま
で

男
性
が
優
勝
。
特
に
年
配
者
の
味
わ
い
が

重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
。

　

熟
年
は
函
館
市
の
本
田
勝
三
さ
ん
（
73

歳
）、
少
年
は
札
幌
市
西
宮
の
森
小
５
年
小

山
田
祐
輝
君
（
10
歳
）
が
優
勝
し
た
。

　

本
年
度
大
会
の
傾
向
に
つ
い
て
、｢

長
年

大
会
経
歴
を
積
ん
だ
唄
に
は
個
性
が
に
じ

ん
で
い
る
。
そ
の
味
わ
い
が
上
位
に
な
っ

て
い
る
。
少
年
の
出
場
は
、
ほ
か
の
民
謡

で
鍛
え
て
お
り
、
追
分
の
基
礎
が
普
及
さ

れ
て
き
て
い
る
。
指
導
者
の
理
解
が
子
供

た
ち
を
伸
ば
し
て
い
る｣

と
近
江
師
匠
会

会
長
は
評
価
し
て
い
る
。

一
般
部
門
入
賞
者

優　

勝　

柿
沼　

初
雄
（
栃
木
県
）

準
優
勝　

川
俣　

明
彦
（
埼
玉
県
）

第
３
位　

翔
田
ひ
か
り
（
兵
庫
県
）

第
４
位　

泉　
　

章
藏
（
札
幌
市
）

第
５
位　

三
谷　

早
苗
（
札
幌
市
）

第
６
位　

佐
竹　

春
敏
（
浦
臼
町
）

第
７
位　

山
本　

康
子
（
江
差
町
）

　

第
51
回
江
差
追
分
全
国
大
会
が
９
月
20
日

よ
り
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
半
世
紀

を
超
え
た
大
会
が
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
江

差
追
分
の
再
出
発
と
な
っ
た
。

（
松
村
隆
編
集
委
員
）

昭和48年に小田忠次氏に師事、
昭和 55年から函館澄声会支部
長､ 平成 4年財団法人日本民謡
協会（壮年）の部全国大会優勝、
現在は北山洋子師匠に師事



　

今
大
会
も
見
事
に
７
節
を
７
声
で
唄
い

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
元
気
で
追
分

を
唄
い
続
け
て
く
だ
さ
い
。
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今
大
会
、特
別
な
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
中
田
セ
ツ
さ
ん
（
94

歳
）。
こ
こ
３
年
間
に
渡
り
出
場
選
手
中
の

最
高
齢
者
で
、
し
か
も
昨
年
と
今
年
は
地

区
予
選
を
突
破
さ
れ
て
の
頑
張
り
を
讃
え

た
賞
を
大
会
長
か
ら
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

民
謡
を
本
格
的
に
は
じ
め
た
の
が
60
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
正
に

今
の
高
齢
化
社
会
で
生
き
て
い
く
お
手
本

と
言
え
ま
す
。

少
年
の
部
入
賞
者

優　

勝　

小
山
田
祐
輝
（
札
幌
市
）

準
優
勝　

西
口
真
由
奈
（
奈
良
県
）

第
３
位　

今
井
柚
唯
子
（
大
阪
府
） 成田定光氏に師事し、4歳（平

成20年）から民謡を、6歳
から追分を始める。平成23
年道南口説節全国大会少年1
部優勝

第
４
位　

前
川
も
え
ぎ
（
江
差
町
）

第
５
位　

浅
尾　

強
嗣
（
千
歳
市
）

第
６
位　

石
田　

桃
子
（
札
幌
市
）

第
７
位　

高
橋　
　

稜
（
江
差
町
）

第
８
位　

竹
野　

留
里
（
室
蘭
市
）

第
９
位　

鈴
木　

清
か
（
愛
知
県
）

第
10
位　

見
延　

玲
奈
（
八
雲
町
）

審
査
員
奨
励
賞

　
　
　
　

水
野　

安
奈
（
江
差
）

　
　
　
　

前
川
み
ど
り
（
江
差
）

　
　
　
　

小
林　

成
美
（
石
狩
市
）

　
　
　
　

小
田
桐
結
香
（
千
歳
市
）

　
　
　
　

大
沢　

百
恵
（
苫
小
牧
市
）

94
歳  

朗
々
と
７
節
７
声

中
田
セ
ツ
さ
ん
に
大
会
長
奨
励
賞

始祖 佐之市を讃えて
碑前で法要と江差追分を奉納

　「追分はじめは佐之市坊主で・・・」と 1800 年代前期
に唄われた民謡“問屋荷揚げ唄”にも唄われる座頭佐之
市は、謙良節や松前節をもとに江差追分を大成したと言
われています。
　こんにち唄われている江差追分の祖師として称えら
れ、佐之市の碑が東本願寺江差別院に建立されています。
　会では毎年、全国大会前日の午後に碑前において大会
開催と追分会の隆盛を報告する法要を営んでおり、今年
も９月 19 日午後、追分関係者約 100 人に参列していた
だき、法要の最後には朗々と流れる尺八の音に合わせ追
分の合唱を奉納しました。



　

追
分
全
国
大
会
で
は
思
わ
ぬ
異
色
の
出

会
い
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
今
年
は
ハ
ワ
イ
在

住
の
国
籍
を
持
つ
宗
教
学
者
で
テ
ノ
ー
ル

歌
手
、
ジ
ョ
ー
・
シ
ン
シ
ョ
ウ
さ
ん
（
79
歳
）

に
出
会
っ
た
。
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
二
世
を

思
わ
せ
る
名
前
だ
が
、
れ
っ
き
と
し
た
日

本
人
だ
。
日
本
名
を
真
正
襄
と
い
う
。

　

富
山
県
旧
大
山
町
亀
谷
（
現
富
山
市
に

編
入
）
の
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
西
法
寺

の
８
人
兄
弟
姉
妹
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。

子
供
の
こ
ろ
は
住
職
の
父
に
つ
い
て
在
家

の
仏
事
法
要
を
手
伝
い
、
小
学
生
の
こ
ろ

か
ら｢

仏
教
賛
歌
を
朗
々
と
う
た
う｣

歌
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で
す｣

東
海
林
太
郎
の
名
月
赤
城
山
、
近

江
俊
郎
の
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
も
好
き
で
う

た
っ
た
と
笑
う
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
日
系
の
ど
自
慢
の
民
謡
大

会
に
も
出
場
す
る
が
、
10
年
程
前
に
江
差

追
分
を
知
っ
た
。
日
本
を
代
表
す
る
民
謡

と
知
っ
て
唄
い
始
め
、
曲
調
の
素
晴
ら
し

さ
に
取
り
つ
か
れ
た
。

　
「
こ
の
唄
を
覚
え
た
い
と
５
年
前
に
江
差

に
来
て
近
江
八
声
師
匠
の
指
導
を
受
け
て

い
る
が
、
な
か
な
か
唄
い
き
れ
な
い
」

　

近
江
師
匠
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
本
格

的
に
体
得
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
唄

い
方
を
生
か
し
た
方
が
理
解
さ
れ
る
と
思

う
。｢

79
歳
と
高
齢
で
も
あ
り
、
持
っ
て
い

る
個
性
を
生
か
し
た
唄
い
方
が
い
い
と
指

導
し
て
い
る｣

と
い
う
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
追
分
を
教
え
る
先
生
が
い

な
い
が
、
今
年
５
月
、
ハ
ワ
イ
で
指
導
し

て
い
る
石
川
恵
司
さ
ん
と
出
会
い
、
ハ
ワ

イ
支
部
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
石

川
さ
ん
は
、
平
成
５
年
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
や
ハ
ワ
イ
で
追
分
会
支
部
を
結
成

し
、
毎
年
自
費
で
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
追
分
指

導
を
し
て
い
る
。

　

｢

こ
れ
ほ
ど
追
分
熱
心
な
の
に
ハ
ワ
イ
で

は
出
会
え
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
東

京
で
も
会
え
る
か
ら
、
い
つ
で
も
唄
え
ま

す
よ｣

石
川
さ
ん
に
出
会
い
大
会
出
場
が

か
な
え
ら
れ
た
。

好
き
の
少
年
で
あ
っ
た
と
言
う
。

　

富
山
高
校
か
ら
立
教
大
学
に
進
み
龍
谷

大
学
に
編
入
、
昭
和
35
年
同
大
哲
学
科
を

卒
業
後
、
英
国
商
社
大
阪
支
店
に
入
杜
。

更
に
米
国
務
省
の
奨
学
資
金
制
度
で
ハ
ワ

イ
州
立
大
学
院
哲
学
科
、
58
年
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
院
宗
教
学
科
の
修
士
課
程
修
了
。

三
百
人
以
上
の
応
募
か
ら
た
だ
一
人
選
ば

れ
る
難
関
だ
っ
た
と
い
う
。

　

大
学
終
了
後
、
ハ
ワ
イ
の
放
送
局
で
日

本
語
放
送
担
当
な
ど
を
経
て
62
年
浦
和
短

期
大
学
教
授
、
国
際
部
長
と
20
年
間
教
授

を
務
め
る
。

　

教
授
引
退
後
、
70
歳
で
イ
タ
リ
ア
に
渡

り
ロ
ー
マ
国
際
音
楽
院
で
声
楽
を
学
び
、

ハ
ワ
イ
と
東
京
を
往
復
し
、
人
々
の
心
を

癒
す
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
歌
に
関
心
を
持
ち
ク
ラ

シ
ッ
ク
、
オ
ペ
ラ
、
民
謡
、
童
謡
、
歌
謡

曲
か
ら
演
歌
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
超
え

て
う
た
う
。

　

｢

歌
は
『
縁
』
を
大
切
に
す
る
宗
教
心
と

深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
私

は
す
べ
て
『
縁
歌
』
だ
と
い
っ
て
い
る
の

　

本
格
派
の
プ
ロ
歌
手
だ
け
に
初
め
て
の

舞
台
で
も
堂
々
と
持
ち
前
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

調
で
追
分
を
う
た
っ
た
。
声
楽
の
歌
い
方

と
違
う
が
、
そ
ん
な
追
分
が
あ
っ
て
も
い

い
。

　

｢

追
分
フ
ァ
ン
の
熱
意
に
感
激
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
大
会
で
し
た
の
に
、
拍
手

を
送
ら
れ
て
感
激
で
し
た
。
石
川
さ
ん
と

出
会
え
た
の
で
、
練
習
を
積
み
来
年
の
出

場
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す｣

　

大
会
を
終
え
た
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も

テ
ノ
ー
ル
の
歌
声
を
朗
々
と
歌
い
上
げ
拍

手
を
浴
び
た
。

　

江
差
追
分
に
ま
た
異
色
の
唄
い
手
が
現

れ
た
。
本
格
派
の
歌
手
が
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
追
分
を
唄
い
上
げ
る
の
か
、
興
味

が
尽
き
な
い
。

（
学
芸
部
門
理
事　

松
村　

隆
）

ハワイの正装であるアロハを着用し舞台へ
堂々たる姿は、さすがプロ歌手の風格

宗
教
学
者
・
テ
ノ
ー
ル
歌
手

　
　
　
　

 　

79
歳
の
初
出
場

ハ
ワ
イ
在
住  

真シ
ン

正シ
ョ
ウ  

襄ジ
ョ
ー 

さ
ん

左が東京恵鷗会支部長で真正さんをはじめ
ハワイ支部を支える石川恵司師匠



が
思
い
の
ほ
か
安
値
で
手
に
入
っ
た
。

　

そ
の
他
、
戦
前
期
の
無
名
の
工
人
の
手

に
な
る
と
み
ら
れ
る
「
遊
女
の
権
現
参
り
」

の
彩
色
さ
れ
た
木
彫
り
の
板
や
、
そ
の
昔
、

追
分
の
本
陣
で
あ
っ
た
土
屋
家
の
古
文
書

を
交
通
史
の
専
門
家
で
あ
る
大
島
延
次
郎

博
士
が
収
録
し
た
「
駅
静
（
制
）
志
」
な

ど
も
入
手
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
会
館
内
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
一

角
に
既
存
の
貝
原
益
軒
著
「
木
曽
路
之
記
」

な
ど
と
共
に
展
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
資

料
は
江
差
の
お
宝
の
一
部
と
し
て
末
長
く

残
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
元
内
外
の
関
係

者
の
日
常
的
な
活
用
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
学
芸
部
門
理
事　

館　

和
夫
）

　

江
差
追
分
会
館
か
ら
渡
り
廊
下
で
つ
な

が
っ
て
い
る
山
車
会
館
の
２
階
に
は
、
周

知
の
よ
う
に
「
江
差
追
分
文
庫
」（
略
称
：

追
分
文
庫
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

日
頃
か
ら
追
分
関
係
資
料
の
入
手
に
努

め
て
い
る
が
、
先
ご
ろ
渓
斎
英
泉
ら
江
戸

末
期
の
画
工
の
手
に
な
る
浮
世
絵
「
木
曾

街
道
六
十
九
次
」
の
う
ち
、
浅
間
山
眺
望

（
馬
子
が
追
分
宿
辺
り
で
愛
馬
を
い
た
わ
っ

て
い
る
図
）
が
手
に
入
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、

追
分
会
館
資
料
室
に
展
示
さ
れ
複
写
パ
ネ

ル
し
か
な
か
っ
た
コ
ー
ナ
ー
に
や
っ
と
本

物
が
入
っ
た
と
関
係
者
を
喜
ば
せ
た
。

　

引
き
続
き
資
料
収
集
に
心
が
け
て
い
た

と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
江
戸
時
代
の
信
州
追

分
宿
を
紹
介
し
た
決
定
版
と
も
い
う
べ
き

秋
里
籬
島
編
・
西
村
中
和
画
の
「
木
曽
路

名
所
図
会
」（
第
四
巻
・
安
永
年
間
刊
行
）
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新たに文庫に所蔵された「木曽路名所図会」

追
分
文
庫
の
新
収
蔵
資
料

追
分
文
庫
の
新
収
蔵
資
料

札幌の子供たちが江差追分尺八に挑戦
　札幌市立西宮の沢小学校では、和楽器を含めた我
が国の伝統文化に親しむとした新学習指導要領の一
環で江差追分を含めた尺八の体験学習を始めました。
　年度末までに４回の授業を行う予定で、講師陣は
札幌地区運営協議会が全面的に支援し、また対象と
なる５年生 106 名には札幌支部から塩ビ管尺八 110
本が寄贈されました。
　実は、この小学校は今年の少年全国大会で優勝し
た小山田祐輝くんが通う学校で、授業第１回目とな
った 11 月６日は小山田くんが尺八で江差追分を披露
し、続いて講師となった協議会副会長の成田定光氏
（札幌支部長）がお手本の披露と、尺八について説明。
その後に子供たちが実際に尺八を手にとって挑戦し
ました。
　音を出すことができずに悪戦苦闘を繰り広げてい
ましたが、40 分の授業で 20 人ほど、その後の自主
的な練習で児童の半数以上が音を出せるまで上達し
たそうです。
　５年生の担任である立田教諭は「尺八そのものを
知らなかった子供たちが目を輝かせてチャレンジし
ています。家に持ち帰り家族を巻き込んで取り組ん
でいる児童もおり、現時点では予想以上の成果を期
待できそう。成田さんに感謝です」と話していました。
　是非、このような授業を多くの学校で展開してほ
しいものです。

函館地区運営協議会が「合同記念祝賀会」
熟 年 優 勝 者・本田勝三 氏
名 誉 師 匠 昇 格・福田継男 氏
功労表彰受賞者・播磨孝雄 氏・佐藤信一 氏

　今年、函館地区は江差追分関連で４つのお祝い事
が重なった特別な年。10 月 27 日に合同の祝賀会を開
催し、たくさんの会員が出席しました。
　それぞれの皆さんが手にした栄誉は個人が長年の
努力により実を結んだものですが、祝賀会を合同で
行う連帯感が示すように、地区会員同士のまとまり
も大きな原動力になっているのではないでしょうか。
　受賞者４氏はお礼の言葉として ｢この受賞を契機
として、更に精進し追分会に貢献していきたい｣ と
抱負を語っていました。

江差追分基本譜を背に、児童へ尺八について説明する成田氏



●
派
遣
団
の
主
た
る
目
的
は
。

　

南
米
の
岩
手
県
人
会
の
式
典
に
あ
わ
せ

た
も
の
で
、
私
達
は
岩
手
を
は
じ
め
と
し

た
日
本
の
郷
土
芸
能
を
披
露
す
る
た
め
、

郷
土
芸
能
使
節
団
一
行
12
名
と
い
う
規
模

で
し
た
。

●
12
日
間
で
何
回
く
ら
い
舞
台
に
立
た
れ
た
の
で
す
か
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
と
パ
ラ
グ
ア
イ
と
ア
メ
リ
カ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
９
回
の
舞
台
公
演
が
あ

り
ま
し
た
。
１
回
の
公
演
は
短
く
て
40
分

位
、
長
く
て
２
時
間
、
岩
手
民
謡
や
、
江

差
追
分
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
曲
目
を
披

露
し
ま
し
た
。

●
公
演
で
一
番
感
じ
た
こ
と
は
。

　

ど
こ
の
公
演
で
も
祖
国
日
本
の
民
謡
は

　

第
27
回
江
差
追
分
全
国
大

会
優
勝
者
で
正
師
匠
の
千
葉

栄
人
さ
ん
（
盛
岡
ア
カ
デ

ミ
ー
支
部
長
）
が
、
岩
手
県

が
派
遣
し
た
郷
土
芸
能
使
節

団
の
一
員
と
し
て
、
８
月
16

日
か
ら
12
日
間
で
南
米
と
北

米
を
訪
問
。
移
住
者
や
そ
の

子
孫
の
方
々
へ
江
差
追
分
を

は
じ
め
日
本
人
が
生
活
の
中

か
ら
紡
ぎ
だ
し
た
心
の
唄
と

言
わ
れ
る
日
本
民
謡
を
披
露

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
に
つ
い
て
、
千

葉
正
師
匠
に
伺
い
ま
し
た
。

望
郷
の
唄
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
現
在
で
は
世
代
交
代
も
進
み

二
世
、
三
世
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
日
本
人
の
大
和
魂
は
し
っ
か
り
受

け
継
が
れ
、
遠
く
か
ら
来
る
親
戚
の
人
達

を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
よ
う
な
温
か
い
笑

顔
で
大
歓
迎
し
て
頂
き
ま
し
た
。

●
千
葉
正
師
匠
は
江
差
追
分
を
唄
わ
れ
た

の
で
す
か
。
反
応
は
。

　

ど
の
会
場
で
も
江
差
追
分
は
必
ず
唄
い

ま
し
た
が
、
現
地
で
も
人
気
度
は
高
く
拍

手
の
大
き
さ
に
と
て
も
喜
ん
で
聞
い
て
頂

い
た
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
ね
。

●
一
番
の
思
い
出
は
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
の
ピ
ラ
ポ
移
住
地
と
い
う

と
こ
ろ
で
の
事
で
す
。
宿
泊
施
設
が
な
い

た
め
、
団
員
が
一
人
ず
つ
移
住
者
の
お
宅

へ
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
昭

和
36
年
に
入
植
さ
れ
た
私
と
同
じ
年
代
の

伊
沢
さ
ん
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　

今
で
こ
そ
３
８
０
町
歩
の
土
地
で
大
豆

と
小
麦
を
耕
す
大
農
家
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
初
30
町
歩
の
土
地
を
与
え
ら
れ
、
ぽ
つ

ん
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
テ
ン
ト
を
張
っ

て
そ
こ
か
ら
開
拓
生
活
が
始
ま
っ
た
そ
う

で
「
何
度
故
郷
へ
帰
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と

か
…
」
と
話
す
表
情
か
ら
、
想
像
を
絶
す

る
苦
労
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
た
重
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
最
後
に
一
言
。

　

今
回
は
震
災
復
興
の
報
告
と
支
援
の
お

礼
も
大
き
な
派
遣
目
的
の
一
つ
で
し
た
が
、

公
演
を
通
し
て
同
郷
の
絆
が
一
層
深
ま
り
、

と
て
も
有
意
義
な
旅
行
に
な
っ
た
様
な
気

が
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
と
た

く
さ
ん
の
ご
支
援
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
全

国
の
追
分
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
、
こ
の
紙

面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

是
非
、
復
興
の
進
ん
だ
東
北
へ
足
を
延

ば
し
て
く
だ
さ
い
。
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ブラジルサンパウロで公演を終えての記念写真

「国を離れて…」
  千葉栄人さん
  地球の裏側で日本一の唄声を披露

ニューヨーク

サンパウロ
（ブラジル）

アスンシオン、
ピラポ、イグアス
（パラグアイ）

カリブ海

千葉正師匠が訪問した都市は全部で5か所。
成田空港からアメリカのアトランタ経由でサンパウロ
への所要時間は待ち時間も含め約30時間。地球の裏
側は遠かったそうです。



　

秋
季
セ
ミ
ナ
ー
を
10
月
31

日
か
ら
３
週
に
渡
り
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
格
付
２
級
か

ら
初
心
者
ま
で
の
47
名
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向

　

昨
年
の
第
50
回
大
会
か
ら
始
め
た
法

華
寺
通
り
商
店
街
グ
ル
メ
ま
つ
り
を
今

年
も
21
日
午
後
６
時
か
ら
開
催
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
愛

好
者
が
江
差
に
や
っ
て
く
る
が
、
町
民

と
の
交
流
の
場
が
な
い
た
め
、
以
前
か

ら
商
工
会
若
者
グ
ル
ー
プ
が｢

笑
い
嘆

き
節
大
会｣

を
実
施
。
一
時
中
断
し
て

い
た
が
、
町
議
会
議
員
会
が
再
開
し
、

昨
年
か
ら
町
職
員
ス
タ
ッ
フ
も
協
力
、

法
華
寺
商
店
街
と
一
緒
に
上
町
に
会
場

を
設
け
て
行
っ
た
。

　

同
商
店
街
に
歩
行
者
天
国｢

追
分
広

場｣

を
設
け
、
舞
台
を
仮
設
し
て
追
分

や
各
地
の
民
謡
を
唄
い
あ
い
交
流
を
深
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め
て
賑
わ
っ
た
。

　

会
場
で
は
飲
み
物
や
三
平
汁
な
ど
を

提
供
、
地
元
の
全
国
大
会
優
勝
者
寺
島

絵
里
佳
、
絵
美
姉
妹
が
参
加
し
た
ほ
か
、

大
会
参
加
の
た
め
来
町
し
た
日
立
市
の

桑
名
靖
生
さ
ん
な
ど
十
数
名
が
飛
び
入

り
で
自
慢
の
地
元
民
謡
を
披
露
し
、
会

場
に
来
て
い
た
百
名
ほ
ど
の
町
民
が
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

商
店
街
ま
つ
り
は
２
年
目
で
ま
だ
来

訪
者
の
参
加
は
、
普
及
さ
れ
て
い
な
い

が
「
大
会
に
訪
れ
て
く
れ
る
全
国
の
人
々

に
お
国
自
慢
を
唄
っ
て
も
ら
い
、
町
民

と
ふ
れ
あ
っ
て
歓
迎
す
る
場
を
続
け
て

行
き
た
い｣

と
同
商
店
街
の
三
国
幸
吉

組
合
長
が
意
欲
を
語
っ
て
い
る
。

（
学
芸
部
門
理
事　

松
村　

隆
）

第１週／ 86 歳の掛け合い
　今セミナーの最高齢参加者は86歳の川村奈
美さん（宮城県）と小沼とみ子さん（東京都）
追分酒場では見事な掛け合いで喝采を浴びてい
ました。

第２週／ 2 名に通算20回参加の感謝状
　斗賀小夜子さん（小樽市）と菊池正則さん（茨
城県）は、今回で通算20回の参加となりまし
た。会長より感謝状と青坂上席師匠が書いた色
紙額が贈られました。

第３週／初めての七節七声に感激
　今秋参加者で最年少は横浜からの三代川まゆ
なさん（29）。この２月に続いての参加で、２
日目に初めて切らずに唄え、感激のジャンプ！
講師の菊地勲正師匠もニンマリ。

本場で追分と真剣勝負の 3 日間
平成25年  秋季江差追分セミナー終わる

け
て
追
分
と
真
剣
に
向
か
い
合
う
３
日
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
週
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
追
分
広
場
」歓
迎
交
流

法
華
寺
通
り
商
店
街
ま
つ
り

仮設舞台でお国自慢を披露する加賀百万石支部の中村栄一さん。会場の江差
町民はたくさんのお国自慢を堪能させていただきました。



冬
季
師
匠
会
研
修
会
の
開
催

　

今
年
度
も
唄
の
指
導
方
法
並
び
に
伴
奏

の
技
能
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第

２
回
目
の
師
匠
会
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
程
／
２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

※
師
匠
会
総
会
後
に
開
催
し
ま
す

◆
会
場
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し

資
格
認
定
審
査
会
の
開
催

　

師
匠
・
準
師
匠
・
講
師
・
準
講
師
の
資

格
を
審
査
す
る
今
年
度
の
認
定
審
査
会
に

つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　

12
月
に
地
区
運
営
協
議
会
を
通
じ
て
周

知
し
ま
す
の
で
、
協
議
会
を
経
由
し
て
３

月
１
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

◆
日
程
／
３
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

◆
会
場
／
江
差
追
分
会
館

平
成
26
年
度

江
差
追
分
会
理
事
会
・
総
会

◆
日
程
／
４
月
27
日
（
日
）

　

理
事
会　

午
後
１
時

　

総　

会　

午
後
３
時

◆
会
場
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し

　

全
国
大
会
に
つ
い
て
は
、

毎
年
９
月
第
３
金
曜
日
か
ら

の
三
日
間
と
決
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
念
の
た
め
来
年
の
大

会
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
日
程
／
９
月
19
日
～
21
日

◆
会
場
／
江
差
町
文
化
会
館
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平成25年秋季セミナーより

田端鉄雄名誉師匠　逝去

　江差追分会名誉師匠の田端鉄雄氏が 10 月 31
日ご逝去されました。享年 88 歳でした。
　昭和 30 年 NHKのど自慢全国大会で 3位に入
賞。のど自慢入賞者の先陣であり、現在の江差
追分会草創期より活躍し、全国大会審査を第７
回大会から 40 回大会まで務めるなど、江差追分
の伝承と普及促進にご尽力されました。
　お通夜で、参列者 20 名による追悼追分合唱が
行ない、故人とのお別れを惜しんでいました。
　ご冥福をお祈りいたします。

泣いたとて

遠く行く人

やらねばならぬ

せめて

波風穏やかに

　「ヤンサノエ」編集部では、皆さんの
地区や支部での活動に関する情報をお
待ちいたしております。
　まずは電話で、お知らせ下さい。

　　　【編集】　館　和夫・松村　隆
　　　　　　　岩淵啓介・高田　裕
　　　【企画】　江差追分会事務局

第
52
回
全
国
大
会
の
日
程

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
第
29
期
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
】

　

２
月
に
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
各

週
と
も
木
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
３
日
間
日

程
で
時
間
は
９
時
～
17
時
ま
で
で
す
。

　

受
講
料
は
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
が
、

２
週
以
上
受
講
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
程
／
１
月
30
日
～
２
月
１
日

　
　
　
　

２
月
６
日
～
８
日

　
　
　
　

２
月
13
日
～
15
日

　
　
　
　

２
月
20
日
～
22
日

◆
会
場
／
江
差
追
分
会
館


